
笑
顔
も
話
題
も
尽
き

な
い
、
ひ
と
と
き

ハ
イ
ク
ラ
ソ
ー
ナ

バ
ン
ド
の
み
な
さ
んふるさとを懐かしみながら、しっとり

と歌い上げます

貮又正人議長からもご祝辞をいただきました

野田はまなす会会報

平成28年９月No.53 通信

　

平
成
28
年
６
月
19
日
の
午
後
１
時

よ
り
、
東
京
虎
の
門
、
霞
が
関
ビ
ル

35
階
の
東
海
大
学
校
友
会
館
・
望
星

の
間
に
て
「
野
田
は
ま
な
す
会
総
会

及
び
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

村
か
ら
は
小
田
祐
士
村
長
、
貮
又

正
人
議
長
、
村
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

友
好
団
体
か
ら
東
京
様
似
会
、
久
慈

ふ
る
さ
と
会
、
ふ
る
さ
と
普
代
会
、

久
慈
高
校
同
窓
会
、
久
慈
地
区
高
校

東
京
同
窓
会
の
会
長
や
幹
事
長
ら
幹

部
に
参
加
い
た
だ
き
、
総
勢
83
名
で

賑
や
か
な
雰
囲
気
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

中
村
剛
総
務
課
長
の
司
会
の
も
と
、

小
谷
地
守
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば

に
続
き
、
桜
庭
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

ふ
る
さ
と
野
田
村
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
周
囲
へ
広
め
て
欲
し
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
討
議
に
入
り
、
平
成
27
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
・
平
成

28
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
が
原
案
通
り
承
認
。
役
員
改
選
で

は
新
し
く
４
名
の
幹
事
が
増
え
、
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
拍
手
に
よ
り
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
会

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
野
田
は
ま
な

す
会
の
活
動
が
さ
ら
に
活
気
づ
く
こ

と
を
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
小
田
村
長
か
ら
、

村
の
近
況
報
告
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
本
格
稼
働
が
８
月
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
や
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
秋

頃
に
製
造
開
始
す
る
趣
旨
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

暫
し
の
休

憩
を
挟
ん
だ

後
、
ゲ
ス
ト

の
ハ
イ
ク
ラ

ソ
ー
ナ
バ
ン

ド
が
奏
で
る

オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
「
ふ

る
さ
と
交
流

会
」
が
、
同

会
場
で
華
々
し
く
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

　

和
や
か
さ
と
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が

漂
う
心
地
よ
い
雰
囲
気
の
中
で
、
第

二
代
は
ま
な
す
会
会
長
の
種
綿
勇
顧

問
の
ご
発
声
に
よ
り
乾
杯
に
移
り
ま

し
た
。
友
好
町
村
で
あ
る
様
似
町
の

東
京
様
似
会　

橋
爪
年
幸
会
長
の
ご

来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
懇

談
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
は
総
会
か

ら
参
加
者
の
席
を
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
形
で
、
来
賓
・
村
議
会
議
員
ら
に

は
８
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
座
っ
て

頂
き
、
会
員
と
親
し
く
交
流
、
懇
談

が
持
て
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
戸

惑
っ
た
方
も
中
に
は
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
概
ね
交
流
会
に
ふ
さ
わ

し
い
場
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
た
ハ
イ
ク
ラ

ソ
ー
ナ
に
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る

「
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
演
奏
」
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
上
野
駅
」、「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」、「
青
い
山
脈
」、「
寒
い
朝
」

な
ど
の
選
曲
は
、
懐
か
し
い
友
と
の

語
ら
い
を
楽
し
む
場
か
ら
、
徐
々
に

会
場
全
体
を
一
体
感
に
包
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　

楽
し
い
福
引
き
の
後
は
、
全
員
で

会
場
い
っ
ぱ
い
に
一
つ
の
輪
に
な
っ

て
、
生
演
奏
の
も
と
「
花
は
咲
く
」、

「
ふ
る
さ
と
」、「
野
田
中
学
校
校
歌
」

を
合
唱
し
て
静
か
に
、
感
銘
深
く
、

余
韻
を
残
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
（
志
村
良
子
副
幹
事
長
）
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懐
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懐
メ
ロ
で
楽
し
む

　

ふ
る
さ
と
交
流
会



右から、献血に参加した桜庭会長、
志村副幹事長、諌山幹事　　　　　

後段右から、久慈幹事長、戎谷幹事、坂本
副会長、明内監事　　　　　　　　　　　
手前右から加藤幹事、桜庭会長、諫山幹事

大鳥居前から国道45号線に通じる道路整備が進む十府ヶ浦公園

工事の無事を願って鍬入れをする八重
樫一洋県北広域振興局長(左)と小田祐
士村長　　　　　　　　　　　　　　

　

今
年
は
初
秋
か
ら
強
力
な
台
風
が

日
本
全
土
を
襲
い
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
と
こ
ろ
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

去
る
、
６
月
19
日
に
開
催
し
た
平

成
28
年
度
野
田
は
ま
な
す
会
総
会
・

交
流
会
に
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か

げ
様
で
参
加
者
83
人
の
大
盛
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
野
田
村
か
ら
は
小
田
祐

士
村
長
、
貮
又
正
人
村
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
村
議
会
議
員
11
名
の
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
。
遠
路
お
出
で
い

た
だ
き
、
会
を
盛
り
立
て
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
す
。
議
員
の
皆
様
に
は
、
会
の
活

動
の
一
端
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
生
ま
れ
育
っ
た
野
田
村
を
離
れ

て
は
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
野
田
村

の
発
展
に
何
か
寄
与
し
た
い
と
い
う

私
た
ち
会
員
の
想
い
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
も
７
月
13
日
か
ら
21
日

ま
で
帰
省
し
、
村
の
復
興
の
様
子
を

見
て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
中
心
街
の

本
町
・
旭
町
の
道
路
が
整
然
と
整
備

復
旧
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
今
あ

る
商
店
は
徳
屋
さ
ん
ぐ
ら
い
で
、
震

災
前
の
商
店
街
に
な
る
の
は
、
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。

　

大
鳥
居
か
ら
前
浜
に
向
か
っ
て
歩

い
て
行
く
と
、
新
し
く
土
盛
り
し
て

築
い
た
３
番
目
の
防
潮
堤
に
着
き
ま

す
。
こ
こ
か
ら
国
道
45
号
線
の
間
の

19　
ha
が
「
十
府
ヶ
浦
公
園
」
で
す
。

こ
こ
に
「
桜
の
木
」
が
会
員
の
皆
さ

ん
か
ら
の
募
金
63
万
７
千
円
で
植
樹

さ
れ
る
計
画

で
す
。
皆
さ

ん
に
も
帰
省

の
折
は
、
是

非
見
て
欲
し

い
で
す
。（
海

側
に
14
ｍ
の

海
岸
防
潮
堤

が
あ
り
、
２

番
目
の
防
潮

堤
が
国
道
45

号
線
の
道
路

で
す
）

　

さ
て
、
岩
手
日
報
の
報
道
に
よ
る

と
「
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
の
野
田

村
、
米
田
に
新
駅
が
新
設
さ
れ
る
。

８
月
３
日
に
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
来
年
２
月
末
に
完
成
、
来
春

の
利
用
開
始
を
目
指
す
」
と
の
こ
と
。
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新
駅
は
陸
中
野
田
駅
と
野
田
玉
川

間
の
ほ
ぼ
中
間
で
、
十
府
ヶ
浦
ト
ン

ネ
ル
の
南
側
に
新
設
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
新
駅
名
は
仮
称
「
米
田
」
で
す

が
「
十
府
ヶ
浦
」
の
ほ
う
が
い
い
な

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

新
駅
の
増
設
、
広
大
な
都
市
公
園

「
十
府
ヶ
浦
公
園
」
の
新
設
が
観
光

客
の
増
大
に
繋
が
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
た
い
で
す
。
周
辺
住
民
の
安

全
確
保
と
憩
い
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
観
光
客
が
足
を
運
び
、
野
田
の

物
産
を
購
入
し
て
野
田
が
潤
っ
て
欲

し
い
で
す
。
漁
業
、
農
業
、
林
業
、

商
業
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
知
恵

を
出
し
合
っ
て
集
客
に
努
め
、
繁
栄

に
つ
な
が
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

  

10
月
９
日
の
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
「
野
田
の
特
産
品
を
た
ら

ふ
く
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
野

田
か
ら
荒
海
ホ
タ
テ
、
魚
、
南
部
福

来
豚
、
野
菜
な
ど
を
取
り
寄
せ
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

役
員
一
同
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
赤
献
血
ボ
ラ
ン
テ
Ḑ
ア
活
動

　

平
成
28
年
５
月
22
日
に
、「
日
赤

献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
東
京

都
の
池
袋
駅
東
口
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
も
は
ま
な
す
会
か
ら
は
、
桜

庭
昌
吾
会
長
、
志
村
良
子
副
幹
事
長
、

諫
山
と
も
子
埼
玉
幹
事
の
３
人
が
参

加
。
野
田
は
ま
な
す
会
と
し
て
は
、

今
後
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
第
41
回
岩
手
県
人
の
集
い

　

平
成
28
年
度
第
42
回
岩
手
県
人
の

集
い
が
６
月
７
日
に
日
暮
里
の
ホ
テ

ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
、
岩

手
県
の
各
市
町
村
の
ふ
る
さ
と
会
や

高
校
の
同
窓
会
、
企
業
の
東
京
支
店

な
ど
か
ら
お
よ
そ
90
団
体
、
３
５
６

人
が
集
い
ま
し
た
。

　

野
田
は
ま
な
す
会
か
ら
は
、
桜
庭
、

坂
本
、
久
慈
、
戎
谷
、
諫
山
、
加
藤
、

明
内
の
７
人
が
参
加
。
来
年
は
野
田

は
ま
な
す
会
か
ら
も
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
近
隣
の
ふ
る
さ
と
会
と

特産特産品をたらふく食べる会品をたらふく食べる会特産特産品をたらふく食べる会品をたらふく食べる会特産品をたらふく食べる会
岩
手
県
人
連
合
会

岩
手
県
人
連
合
会

岩
手
県
人
連
合
会

 野⽥の⾷材を中⼼に、バーベキューを楽
しみます。（南部福来豚・荒海ホタテ・の
だ塩焼きそばなどを予定）
■期　　日　平成28年10月９日(日）
■会　　場
　千葉県松戸市「21世紀の森と広場」
　（木もれ陽の森のバーベキュー場）
■集合場所
　ＪＲ武蔵野線「新八柱駅」南口出口
■集合時刻　午前10時
■費　　用（当日参加者より集金）
　男性 3,000円・女性 2,500円
■申し込み期限　９月30日(金）
■申し込み
　副 会 長　山根   正信　070･2152･1682
　幹 事 長　久慈   士郎　090･5567･5795
　担当幹事　小野   正美　090･5781･3460
　　　　　　大澤   勝司　090･4818･9486

野
田
は
ま
な
す
会

　
 

会
長　

桜
庭
昌
吾



防
潮
堤
が
無
か
っ
た
頃

の
宇
部
川
河
口

現
在
建
設
中
の
防
潮
堤

風
流  

真
田
大
助

風
流  

鵯
越
畠
山
重
忠

牛
若
丸
と
弁
慶

　

五
条
橋
の
巻

　

東
日
本
大
震
災
大
津
波
で
破
壊
さ

れ
た
新
山
河
口
の
防
潮
堤
が
高
さ
を

14
ｍ
に
し
て
、
今
急
ピ
ッ
チ
で
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
山
の
宇
部
川
の
河
口
は
、

昭
和
30
年
代
頃
は
30
ｍ
か
ら
50
ｍ
の

幅
で
広
い
砂
浜
で
、
宇
部
川
の
豊
か

な
水
は
砂
を
か
き
分
け
て
海
に
流
れ

て
い
ま
し
た
。
日
々
河
口
は
、
波
の

力
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
防
潮
堤
が
築
か
れ
て
、

砂
浜
に
変
化
が
起
こ
り
、
砂
の
量
が

極
端
に
減
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
河

口
に
は
そ
ん
な
歴
史
の
変
遷
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
、
東
日
本
大
震
災
大
津
波
を
経

て
、
野
田
村
民
を
津
波
被
害
か
ら
守
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第
二
回
役
員
会
が
８
月
７
日
に
、
虎

の
門
の
「
霞
が
関
ビ
ル
東
海
大
学
校
友

会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
幹
事
・
役
員
ら

12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

①
６
月
７
日
の「
岩
手
県
人
の
つ
ど
い
」

に
つ
い
て

②
日
赤
献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て

③
い
わ
て
国
体
応
援
ツ
ア
ー
に
桜
庭
会

長
が
参
加

④
リ
オ
五
輪
に
柔
道
で
野
田
村
出
身
者

の
中
野
亨
道
選
手
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
代

表
と
し
て
出
場

■
協
議
事
項

①
総
会
、
交
流
会
の
反
省
と
し
て
、

「
83
人
の
参
加
と
盛
会
で
あ
っ
た
が
、

参
加
申
込
み
者
が
漏
れ
て
い
た
」、

「
会
費
の
釣
り
銭
が
不
足
し
て
混
乱

し
た
」、「
バ
ン
ド
演
奏
が
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
た
」、「
村
長
・
村
議
会

議
員
の
出
席
に
感
謝
」
が
挙
げ
ら
れ

た
②
は
ま
な
す
通
信
の
発
行
に
つ
い
て

③
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

④
会
創
立
30
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
は
、
第
３
回
役
員
会
で
発
足

⑤
平
成
29
年
度
総
会
・
交
流
会
は
平
成

29
年
６
月
18
日
の
午
後
１
時
か
ら
、

会
場
は
今
年
と
同
じ
霞
ヶ
関
・
東
海

大
学
校
友
会
館
で
開
催
予
定

　

こ
れ
ら
の
議
題
は
、
い
ず
れ
も
討
議

の
上
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
役
員
紹
介

■28年度役員一覧

る
た
め
、
ま
た
野
田
港
の
河
口
が

大
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

昔
の
浜
と
今
の
建
設
状
況
と
を

見
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

　８月27日から28日にわたって、愛宕参道広場・役
場前広場を主会場に野田まつりが行われ、上・中・
下、計３組の山車が会場を練り歩きました。

　東京へ出て来て50年。田舎の家には電話も無
く、手紙での連絡でした。今は交通通信発達で、
いつでも行ける、いつでも話せる。これが田舎
へ帰る機会を少なくしたと反省しています。
　私は今、鹿島市の海の近くで一人暮らしをし
ています。最近は年のせいか、はまなす会のみ
なさんに会うのが楽しみです。

　早いもので野田中学を卒業して45年、東京に出て
きてから42年が経ちました。結婚してから36年、子
供２人と孫１人に恵まれ、月日が経つのは早いもの
だと実感しているところです。今年の３月に長年勤
めた会社を定年退職し、現在再雇用出向として関連
会社で働いております。
　今回新役員となり、あまりお役に立てないとは思
いますが、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　桜庭会長から電話がかかってきて、「千葉県
の幹事の欠員ができたので、大澤くんやらない
か」という事でしたのでお引き受けした。はま
なす会、野田村などに少しでも貢献できればい
いなと思います。
　今後ともよろしくお願いします。

　左官から外構の仕事をしています。
　仕事はなんとか70才くらいまでできれば良いと思
い、何があろうと自分自身が強くなるしかないと思
い頑張っています。
　人の夢に付き合うのも自分の夢だと思います。

野田まつり開催！

第
二
回
役
員
会

新
山
の
宇
部
川
河
口
の
大
規
模
防
潮
堤
の
建
設
進
む

新
山
の
宇
部
川
河
口
の
大
規
模
防
潮
堤
の
建
設
進
む

新
山
の
宇
部
川
河
口
の
大
規
模
防
潮
堤
の
建
設
進
む

上組上組上組

下組下組下組

中組中組中組

北田　誠治
（愛宕町出身）
昭23年11月29日生まれ
昭39年　野田中学校卒

せい　じ

下向　薫
（横合出身）
昭30年４月９日生まれ
昭46年　野田中学校卒

かおる

大澤　勝司
（旭町出身）
昭24年８月28日生まれ
昭40年　野田中学校卒

かつ　し

欠端　博雄
（泉沢出身）
昭27年９月８日生まれ
昭42年　野田中学校卒

かけはた　　ひろ　お

愛宕神社愛宕神社
例大祭例大祭
愛宕神社
例大祭

任期：平成28年４月１日～
　　　平成30年３月31日

種綿　　勇(横合)
桜庭　昌吾(新山)
米田　忠男(米田)
坂本　　悟(新山)
山根　正信(横町)
久慈　士郎(前田小路)
志村　良子(北区)
加藤　和子(根井)
戎谷　牧子(明内)
北田　誠治(愛宕町)
下向　　薫(横合)
大沢　直人(前田小路)
欠端　博雄(泉沢)
小野　正美(泉沢)
大澤　勝司(旭町)
大澤　清子(新山)
諫山とも子(愛宕町)
安藤　君夫(新山)
小谷地　守(新山)

顧 問
会 長

副 会 長

幹 事 長
副幹事長

監 事

東　京

神奈川

千　葉

埼　玉

地　

区　

幹　

事

職  名 氏名(出身地区)
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野
田
村
中
心
部
の
愛
宕
山
に
鎮
座
す
る
愛
宕
神
社
の
こ

と
を
村
民
は
「
あ
た
ご
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん

で
い
ま
す
。
私
が
初
め
て
愛
宕
山
の
境
内
に
行
っ
た
の
は
、

小
学
校
５
年
生
の
頃
で
、
か
つ
て
、
野
田
村
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
の
三
陸
大
津
波

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
の
時
で
し
た
。
82
段
の
階
段
を
上

が
り
、
境
内
か
ら
城
内
を
一
望
し
た
時
の
感
動
は
今
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

愛
宕
神
社
と
言
え
ば
、
８
月
末
の
３
日
間
は
、
村
を
挙

げ
て
の
お
祭
り
で
す
。
お
祭
り
の
会
場
と
な
る
城
内
の
中

心
通
り
に
は
、た
く
さ
ん
の
屋
台
店
が
所
狭
し
と
立
ち
並
び
、

近
郷
近
在
か
ら
老
若
男
女
大
勢
の
人
達
が
集
ま
り
、
そ
れ

は
そ
れ
は
賑
や
か
で
し
た
。
山
車
は
上
組
、
中
組
、
下
組

か
ら
３
台
出
て
街
中
を
練
り
歩
き
、
見
事
な
も
の
で
し
た
。

昭
和
20
年
代
は
、
今
の
よ
う
な
楽
し
み
は
少
な
く
、
年
一

回
の
こ
の
お
祭
り
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
待
ち
遠
し
い

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
村
祭
は
、
愛
宕
神
社
の
例
祭
を
「
野
田
ま
つ
り
」

と
し
て
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
の
例
祭
日
は
旧

暦
の
７
月
24
日
で
し
た
が
、
昭
和
28
年
か
ら
新
暦
の
８
月

24
・
25
・
26
日
の
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
８
月

24
日
前
後
の
週
末
に
開
催
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

愛
宕
神
社
の
縁
起
は
、
明
治
31
年
の
野
田
村
大
火
に
よ

り
海
蔵
院
と
共
に
焼
失
し
、
一
切
の
記
録
が
失
わ
れ
、
詳

細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
室
町
時
代
頃
か
ら

だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
宕
神
社
は
、
も
と
も

と
は
野
田
領
主
の
菩
提
寺
海
蔵
院
の
守
護
神
と
し
て
愛
宕

山
に
祀
ら
れ
、
野
田
村
の
氏
神
様
と
な
り
繁
栄
し
ま
し
た
。

明
治
６
年
に
は
野
田
村
村
社
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
の
大

火
の
後
、大
正
13
年
に
再
建
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
は
、
村
民
有
志
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
本
町
通
り

前
に
大
鳥
居
が
完
成
し
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

あ
と
が
き

▼
八
戸
か
ら
仙
台
ま
で
を
つ
な

ぐ
三
陸
沿
岸
道
路
の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。
野
田
で
も
久
慈

工
業
高
校
の
辺
り
で
自
動
車
専

用
道
（
速
度
80
㌔
制
限
）
の
形
を

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
、
明
内

地
区
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
設
置
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
八

戸
・
宮
古
間
が
２
時
間
、
宮
古
・

仙
台
間
は
３
時
間
。
し
か
も
、

料
金
は
無
料
。
東
京
か
ら
野
田

へ
の
帰
省
の
際
に
、
役
立
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
く
開
通
し

て
ほ
し
い
で
す
が
、
ま
だ
５
年

ぐ
ら
い
か
か
る
か
も
…
。

▼
明
内
に
建
設
さ
れ
て
い
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
い
よ
い
よ

稼
働
。
一
般
家
庭
の
お
よ
そ
２

万
７
千
世
帯
分
の
発
電
規
模
の

電
力
を
供
給
す
る
そ
う
で
す
。

▼
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に
、

野
田
村
出
身
の
中
野
亨
道
選
手

（
23
歳
）
が
柔
道
男
子
81
㌔
級
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
で
出
場
す
る

と
い
う
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。

村
出
身
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
は
初
め
て
で
あ
り
、
中
野
選

手
は
村
の
誇
り
で
す
。

▼
「
絵
で
つ
づ
る
ふ
る
さ
と
野

田
村
の
風
景
」
の
文
と
絵
を
、

平
成
24
年
か
ら
10
回
に
わ
た
り

連
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
５
年

を
区
切
り
に
、
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
作
者
の
桜
庭
昌

さ
ん
（
中
新
山
）
の
長
期
間
の
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｓ
）

（文と絵）桜　庭　　昌（中新山出身・野田中昭和33年卒）
「愛宕神社・愛宕山」  ～愛宕町～

絵でつづる 絵でつづる ふるさと野田村の風景ふるさと野田村の風景絵でつづる ふるさと野田村の風景 （その10・最終回）


